
Domaine du Roc des Boutires / ドメーヌ・デュ・ロック・デ・ブーティール (マコネー)

WEMV0307B プイィ・フュイッセ・アン・ベルティリオンヌ 2022 希望小売価格（税抜） ¥9,200

Pouilly-Fuissé en Bertilionne 2020

［白］750ml ［セパージュ］：シャルドネ100%

在庫

38本

WEMV0308B プイィ・フュイッセ・プルミエ・クリュ・オ・ブーティエール 2022 希望小売価格（税抜） ¥12,000

Pouilly-Fuissé 1er Cru aux Bouthieres 2022

［白］750ml ［セパージュ］：シャルドネ100%

在庫

15本

シャトー・デュ・ムーランナヴァンを所有したパリネ家が、その後数km南に下ったマコネーのプイィ・フュイッセ中心部に位置する場所に取得した総面積僅か4.2haの小ドメー

ヌ。運営はシャトー・デュ・ムーランナヴァンと全く同じく、エドゥアール・パリネと醸造家のブリス・ラフォンによってなされている。プイィ・フュイッセの銘醸畑の一つオー・ブーティエー

ルのほぼ中央にドメーヌはあり、現在プイィ・フュイッセを代表する6つの畑を所有する。ドメーヌの名前の由来は、"Roc"は同社のラベルにもデザインがあしらわれているこの

エリアの象徴的な岩塊"Roche de Solutré"(ドメーヌは正にこの大岩の麓にある)を表し、"Boutires"はフランスの古語でいう"boutière"に基づき、食料やオイル、ワ

インをラバに載せて運んだ古くからの裏道を意味する。ドメーヌの所有する畑のシャルドネの多くは1970年代に植えられたもので、シャトー・デュ・ムーランナヴァンでの醸造と

同じコンセプトの下、畑および区画毎の個性にフォーカスした個別のアプローチが採られている。醸造においては、グラヴィティ・システムによって圧搾機に運び込まれた葡萄

を全房のまま圧搾し、2日間ほど8℃でコールド・デブルバージュを施す。発酵後のMLFは自然に開始され、バトナージュすることは稀。ヴィンテージの状況により樽とタンクの

比率を変え、優れた畑の個性をそのままに表現することに注力している。

ドメーヌのある"オー・ブーティエール"から少し西に斜面を下ったソリュトレ・プイィの中腹に位置する単一畑で、ドメーヌの所

有は僅かに0.56ha。マール土壌の混じった強めの石灰質土壌になり東～南東向き。平均樹齢は40年。全房圧搾し

低温でデブルバージュを行った後に木樽に移して発酵開始、その後原酒の70%をステンレスタンク、30％を228Lの古

樽に移してシュールリーにて15ヶ月間の熟成。Alc.13％。

ドメーヌの所在する象徴的な畑で、ソリュトレの岩塊の直下に位置するその区画は古代の海洋堆積岩の一種である

チャート(角岩)に富む粘土質が特徴。石灰質はほぼ無い。僅か0.66haで平均樹齢75年、東から南東向き。2019年

より1級昇格。全房圧搾し低温でデブルバージュを行った後に木樽に移して発酵開始、その後原酒の70%をステンレス

タンク、30％を228Lの古樽に移してシュールリーにて16ヶ月熟成。凝縮感の強い非常に複雑な酒質で、全体のスケー

ル感も大きい。Al.13%。


